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「問題１　計算問題」の採点

問題冊子は2～3ページ
· 正答と照らし合わせ，受験者解答の正誤を判断する。
· 正解の場合には「1」を，不正解の場合，無解答の場合，正解・不正解判断不能の場合はいずれも「0」を，課題の右にある採点欄（先生記入欄）に記入する。





















1） 

	１） 10 － ( 7 － 2 )  = 5

２)  [image: ] － [image: ] ＝ [image: ]

３)  7 ＋ 3 × 2 ＝ 13

４)  [image: ] ＋ [image: ] ＝ [image: ]

５)  3.8 ＋ 2.9 ＝ 6.7

６)  2 ＋ ( 4 ＋ 6 ) ÷ 2 ＝ 7

７)  9 － 1.7 ＝ 7.3
　




	８） 1 [image: ] － [image: ] ＝ [image: ]

９)  2.3 × 0.3 ＝ 0.69

10)  20 － ( 10 － 8 ÷ 4 ) ＝ 12

11)  2.73 ÷ 1.3 ＝ 2.1

12)  [image: ] ÷ 9 ＝ [image: ]

13) (5 － 2)×3＋6 ÷ (3 ＋ 3) ＝ 10

14)  15.3 ÷ 0.09 ＝ 170




≪正答≫





「問題２　文章題（１）」の採点

問題冊子は6～7ページ

· 受験者の式と答えを別々に採点する。
1 正答の【式】と照らし合わせて，式の正誤を判断し，正解の場合には「1」，不正解の場合もしくは無解答の場合には「0」を，課題の右にある採点欄（先生記入欄）に記入する。
2 正答の【答え】と照らし合わせて，答えの正誤を判断し，正解の場合には「1」，不正解の場合もしくは無解答の場合には「0」を，課題の右にある採点欄（先生記入欄）に記入する。
＊「式」の欄に正解の答えが記されているにもかかわらず，「答え」の欄に記入がない場合も正解とみなし，「1」を記入してください。





























※ ｢式」の欄に，方程式（文章題に示された数学的な関係を，Xなどの文字や，□などの記号を用いて，等式の形によって表わしたもの。比例式を含む）が書かれている場合には，《方程式の正解》を参照してください。
１≪正答≫


※ 式の「正解」で示された式と，項が入れ替わっている式で，算出される答えが変わらない場合には，その式も正解とします（例えば，式の正解でX + Yが示されているときY + Xも正解になります。X×Yが示されているときには，Y×Xも正解です）。


１）南公園には，木が20本植えてあります。東公園に，南公園の2倍，木を植えることにしました。東公園には，木が何本いりますか。





【式】　20×2
《方程式の正解》  1 : 2 = 20 : x
【答え】　40本

２）子どもが60人います。1人に3さつずつノートを配るとすると，ノートを何さつ用意すればよいですか。



　
【式】　3×60
《方程式の正解》  1 : 3 = 60 : x
【答え】　180冊
３）クッキーを作るとき，小麦粉はさとうの2倍必要です。
小麦粉が300gのとき，さとうは何g必要ですか。






【式】　300÷2　　※ 300÷2が
《方程式の正解》　x ×2 = 300　※ x×2が2 xと書かれていてもよい。

【答え】  150 g                                               

４）500円で，1個60円のあめをできるだけ多く買いたいと思います。おつりはいくらですか。





【式】　500÷60 　または 500－60×8　または　　60×8＝480
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　500－480
【答え】　20円

５）0.4ｍの重さが，2 gのはりがねがあります。このはりがね1 mの重さは何gですか。




【式】　2÷0.4 　※ 2÷0.4が0.4が，または

《方程式の正解》　x ×0.4 = 2　※ x×0.4が0.4 xと書かれていてもよい。


【答え】　5 g

６）サッカーのシュート練習を20回やり，14回成功しました。成功率は，何％ですか。




【式】　14 ÷ 20 × 100
※ 以下も正解とする。
①複数の式に分けて書かれたもの　14÷20=0.7， 0.7×100 （両方の式が必要）
②「×100」を書いていないもの　14÷20
※ また，14÷20が，0.7が，またはそれらを約分した形で書かれていてもよい。

《方程式の正解》　20 ×  = 14 または 14 ÷ = 20
※ 以下も正解とする。
　　　　　   ①複数の式に分けて書かれたもの　　・20×x =14，x=0.7，0.7×100 （すべての式が必要）
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　   ・14÷x=20，x=0.7，0.7×100 （すべての式が必要）
          ②「×100」を省略しているもの  　　　・20×x=14
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　  　　 ・14÷x=20
　　　　　 ※ 14÷xが，0.7が，またはそれらを約分した形で書かれていてもよい。


※ 上記以外の回答はすべて不正解とする。誤答例としては以下のようなものがある。
・ 20÷14×100       ・ 20××100       ・ (20－14) ×100    
・ 20÷100=0.2  14×0.2

【答え】　70％


７）3000円の本を20％引きで売りたいと思います。値段は何円になりますか。　



【式】 3000 × (1－0.2) または 3000－3000 × 0.2
　　 ※ 以下も正解とする。
　　　　　   ①複数の式に分けて書かれたもの　　・1－0.2=0.8，3000×0.8 （すべての式が必要）
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　   ・3000×0.2=600，3000－600 （すべての式が必要）
          ②「1－割合」を省略しているもの　　　・3000×0.8
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　  　　 ・3000－600
　　　　　 ※ 0.2が，0.8が，またはそれらを約分した形で書かれていてもよい。

《方程式の正解》　x ÷ 3000 = 1－0.2 または x ÷ (1－0.2)= 3000
※ 以下も正解とする。
　　　　　   ①複数の式に分けて書かれたもの　・1－0.2 = 0.8，x÷3000=0.8 （すべての式が必要）
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　   ・x÷3000=0.2，x=600，3000－600 （すべての式が必要）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・1－0.2=0.8，x÷0.8=2400 （すべての式が必要）
          ②「1－割合」を省略しているもの　　・x ÷ 3000 = 0.8
　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　  　 ・x ÷ 0.8= 3000
　　　　　 ※ x÷3000が，x÷0.8が.2が，0.8が，またはそれらを約分した形でもよい。

※ 上記以外の回答はすべて不正解とする。誤答例としては以下のようなものがある。
・ 3000÷(1－0.2)　　　・ 3000×0.2

【答え】　2400円




８）りんご園でとれたりんごのうち，600個が売れました。これは，とれたりんごの30%にあたります。りんご園でとれたりんごは何個でしょうか。



【式】 600÷0.3
※ 600÷0.3が，0.3が，またはそれらを約分した形で

《方程式の正解》　x×0.3 =600 または 600÷x＝0.3
※ 600÷xが，0.3が，またはそれらを約分した形で書かれていてもよい。

※ 上記以外の回答はすべて不正解とする。誤答例としては以下のようなものがある。
・ 600×0.3		　　　　　　　・600÷(1－0.3)
・ 600×0.3=180  300×180
・ 300×0.3=180  300＋180

【答え】　2000個























「問題３　判断 (はんだん)問題」の採点

問題冊子は10～11ページ

· 本課題は「（   ）内とあてはまる数字に○をつける」という形で解答されているため，採点を行う必要はありません。
· なお，正答は次ページにあります。









合っているかわからない
たぶん合っている
絶対に合っている
正しい
正しくない

≪正答≫




１) 小数のかけ算では，１より小さい数を
かけると，その積はかけられる数より
小さくなります。	（ ○ ） （    ）   1   2   3

２) 角柱の側面と底面は垂直に交わります。	（ ○ ） （    ）   1   2   3

３) 割合を表す0.1を1パーセントといい，
1％と書きます。	（    ） （ ○ ）   1   2   3

４) 四角形の4つの角の和は360°です。	（ ○  ） （    ）   1   2   3

５) 下の三角形で，BCを底辺としたときの
高さはADの長さです。	（    ） （ ○ ）   1   2   3
D
A
B
C





６) 7.8÷6.5の商は，わられる数とわる数の
両方を10倍した78÷65の商と等しく
なっています。	（ ○ ） （    ）   1   2   3

７) 分数を小数になおすには，
分母を分子でわります。	（    ） （ ○ ）   1   2   3

８) およその数を約数といいます。	（    ） （ ○ ）   1   2   3

９) ひし形の向かい合った角の大きさは等しく
なっています。	（ ○ ） （    ）   1   2   3

10) 円周の長さが直径の長さの何倍になっている
かは，円の大きさによって変わります。	（    ） （ ○ ）   1   2   3



「問題４　はやくとく計算問題」の採点

問題冊子は14～18ページ

· 正答と照らし合わせ，受験者解答の正誤を判断する。
· 正解の場合には「1」を，不正解の場合，無解答の場合，正解・不正解判断不能の場合はいずれも「0」を，課題の右にある採点欄（先生記入欄）に記入する。
































	【１単純速算（加減）】14ページ
≪正答≫



1） 5＋4＝ 9

2） 9＋5＝ 14

3） 8－7＋5＝ 6

4） 7＋6－2＝ 11

5） 9＋6－7＝ 8

6） 3＋9＋4－5＝ 11

7） 4＋9－7＋2＝ 8

8） 5＋7－9＋8＝ 11

9） 9－6＋8＋3－7＝ 7

10）  7＋8－9＋5－6＝ 5
	【２単純速算（乗除）】16ページ

1） 7×6＝ 42

2） 6÷3＝ 2

3） 72÷9＝ 8

4） 13×3＝ 39

5） 16×3＝ 48

6） 42÷14＝ 3

7） 39×8＝ 312

8） 208÷8＝ 26

9） 13×85＝ 1105

10）　765÷17＝ 45（先生記入欄）
ここには何も書かないで下さい

(          )
(          )
(          )
(          )


















【３工夫速算】18ページ
≪正答≫



1） 6＋6＋6＋6＝ 24

2） 200＋3＋200＋2＋200＋2＝ 607

3） 10040÷2＝ 5020

4） 388＋99＝ 487

5） 709×8 ＝ 5672

6） 1＋2＋3＋67＋68＋69＝ 210

7） 600－299＝ 301

8） 13×6×0×9＝ 0

9） 45＋19＋8－19－45＝ 8

10)   2×7×3＝ 42

11)   28000÷400＝ 70
	
12)   35－7－3－2－8＝ 15













「問題５　文章題（２）」の採点

問題冊子は20～23ページ
· 設問ごとに，「正答と採点の手順」に従って採点する。
· チェックポイントを満たしている場合には「1」，満たしていない場合には「0」を，解答欄の右ページにある採点欄に記入する。該当するような記入がない場合や，どれに当てはまるか判断できない場合も「0」を記入する。
































１）　半径 (はんけい)が3㎝，4㎝，5㎝の3つのメダルをかさねずに机の上にならべました。この3つのメダルはおたがいにくっついていて，3つのメダルの中心 (ちゅうしん)を結ぶと，三角形になります。この三角形の辺の長さはあわせて何㎝でしょうか。

≪正答と採点の手順≫






【回答例と採点欄の記入例】《模範回答例》

[image: ]図の有無→採点欄②
図表の質→採点欄③～⑤

答え□ (正方形)：□ (円)                     
答え□ (正方形)：□ (円)                     

・採点欄③：円が3つあり，互いにくっついているか

・採点欄④：3つの円の中心を結ぶ三角形があるか

・採点欄⑤：半径の数値が書かれているか


答え□ (正方形)：□ (円)                     




答えの正誤→採点欄①


[image: ]　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
《採点欄の記入例》
答えの正誤　　図表の有無　　　　　　　　　 図表の質

	①
	②
	③
	④
	⑤

	1
	1
	1
	1
	1







【採点の手順】

手順1．　答えの正誤を採点して，採点欄①に記入する。
＊答えを「24㎝」と正答できている場合には「1」を，誤答している場合には「0」を，採点欄①に記入する。
＊無回答，判断不能の場合も「0」を記入する。
手順２．　図や表があるかないかを判断して，採点欄②に記入する。
＊図もしくは表が書かれている場合には，採点欄②に「1」を記入する。正答につながるものかどうかに関係なく，ともかく図表がかかれていれば「1」を記入する。注）
＊式や文章などが書かれていても，図表がかかれていない場合には「0」を記入する。
注）　図表の定義
・数や文字だけの表現をのぞく，すべての表現を図と判断する。ただし，問題とまったく無関係な表現（落書きなど）は図と認めない。
・関連する2つの数値が2組以上規則正しく並べられたものを表と判断する。
採点欄②が「1」のとき→手順3（図表の質の採点）に進む。
採点欄②が「0」のとき→採点欄③～⑤にも「0」を記入する。



手順３．　図や表がかかれている場合には，その質を判断し，採点欄③～⑤に記入する。
＊採点欄③：3つの円が互いにくっついているようにかかれている（厳密にくっついていなくても可）場合には，採点欄③に「1」を記入する。円がかかれていても，3つがくっついていない場合には，「0」を記入する。
＊採点欄④：３つの円の中心を結んだ三角形がかかれている場合には，採点欄④に「1」を記入する。三角形がかかれていない場合には「0」を記入する。
＊採点欄⑤：３つの円に，それぞれの半径（3㎝，４㎝，５㎝，単位がなくても可）がすべて書き込まれている場合には，採点欄⑤に「1」を記入する。書き込まれていない場合には「0」を記入する。







【その他の回答例と採点例】

　例1）　不完全な図が作成されている場合
③円がかかれているが，互いに接していない
　→0
②正しくはないが，図がかかれている→1


[image: ]
④三角形はあるが，3つの円の中心を結んだものではない→0





⑤円の半径がかかれている→1

①不正解→0


	①
	②
	③
	④
	⑤

	0
	1
	0
	0
	1





[image: ]例2）　図が作成されていない場合②式のみで図表なし→0


①正解→1
③～⑤
図がないのですべて→0


[image: ]

	①
	②
	③
	④
	⑤

	1
	0
	0
	0
	0






２）ひもを使っていろいろな大きさの四角形を作ります。たてとよこの長さの和が15㎝となるようにひもを準備し，下の図のように辺の長さを1㎝，2㎝と整数になるように順に変化させます。そのときにできる四角形の面積は，最大でいくつになるでしょうか。





【回答例と採点欄の記入例】
《模範回答例》


[image: ]図への書き込みや
表の有無→採点欄②










図表の質→採点欄③～⑤
答えの正誤→採点欄①

・採点欄③：与えられた図に3㎝以降の図をかき加えているか

・採点欄④：図とは別に表を作成しているか

・採点欄⑤：辺の長さと面積が適切に対応づけられているか

[image: ]



《採点欄の記入例》
答えの正誤　図表の有無　　　　　　　 図表の質

	①
	②
	③
	④
	⑤

	1
	1
	1
	1
	1





【採点の手順】

手順1．　解答の正誤を採点して，採点欄①に記入する。
＊「56㎝2」と正答できている場合には「1」を，誤答している場合には「0」を採点欄①に記入する。
＊無回答，判断不能の場合も「0」を記入する。
手順２．　図や表があるかないかを判断し，採点欄②に記入する。
＊与えられた図や図の周辺に少しでも書き込みがある場合には，採点欄②に「1」を記入する。正答につながるものかどうかに関係なく，ともかく書き込みがあれば「1」とする。
＊また，与えられた図とは別に図を作成している場合にも，「1」を記入する。
＊式や文章などが書かれていても，図への書き込みがなく，別途図表を作成していない場合には「0」とする。
採点欄②が「1」のとき→手順3（図表の質の採点）に進む。
採点欄②が「0」のとき→採点欄③～⑤にも「0」を記入する。



手順３．　図や表がかかれている場合には，その質を判断し，採点欄③～⑤に記入する。
＊与えられた図に，条件を満たすように，縦の辺の長さが3㎝以降の図をかき加えている場合には，採点欄③に「1」を記入する。回答者自身で，3㎝以降の状況を表した図を，別途作成している場合も，「１」を記入する。また，何からの書き込みが見られても，四角形をかき加えているわけではない，またはかき加えた四角形が誤っている場合には，「0」を記入する。
＊四角形の辺の長さと面積を対応付けた表を作成している場合には，採点欄④に「1」を記入する。表が作成されていない場合には，「0」を記入する。なお，関連する2つの数値が2組以上規則正しく並べられたものを表と判断し，以下の場合も表と認める。
・罫線が入っていない場合
・横方向ではなく縦方向に数値が並べられている場合
・表中に書くべき変数名や単位（縦，横，辺，面積，㎝，㎝2など）がない場合
＊図の周辺あるいは作成された表の中に，縦の辺と面積を適切に対応づけた書き込みがある場合には，採点欄⑤に「１」を記入する。表が作成されていない場合であっても，与えられた図の中や，図の周辺に正しい書き込みがあれば「１」とする。表が作成されていても，数値の対応が不適切な場合には，「0」を記入する。



【その他の回答例と採点例】
　例1）　答えは間違っているが，図へのかき込みはある場合
②図への書き込みあり→1

[image: ]

③3㎝のときの図あり→1






⑤辺の長さと面積の対応あり→1
④表なし→0

①不正解→0


[image: ]

	①
	②
	③
	④
	⑤

	0
	1
	1
	0
	1





　例2）　答えは合っているが，図へのかき込みがない場合
[image: ]



②式のみで図表なし→0


③～⑤
図表がないのですべて→0



①正解→1


[image: ]


	①
	②
	③
	④
	⑤

	1
	0
	0
	0
	0
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